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The Counter-image of the Patient Grissel in Edward I
－ An Homage to Queen Elizabeth I －
Sumiko Maehara
Department of English, School of Letters,
Mukogawa Women’s University, Nishinomiya 663-8558, Japan
Abstract
The dramatic characterization of Queen Elinor in George Peele’s Edward I has been highly controversial 
among critics. Unlike the historical accounts, the Queen cruelly murders the wife of the Lord Mayor of Lon-
don, and confesses that she had an illicit affair with King Edward’s brother, Edmund. Mary Axton suggests 
that such a distorted image of Elinor, who was a queen of Spanish origin, reflects the then counterargument 
against the justification of the succession of the Spanish Infanta, which is alleged in Conference about the 
Next Succession to the Crown of Ingland printed in 1594. However, Edward I is not a real history play but a 
historical romance, as seen in the battle with Robin Hood in the Welsh scene. Moreover, Queen Elinor, who 
is an unruly wife, often disdains English wool and is proud of her foreign and expensive fabrics. This is the 
very counter-image of the patient Grissel, who is willing to obey her husband’s tyrannical demands and 
wear anything he wants her to wear. The story of Grissel was very popular among Elizabethan audiences. 
Furthermore, according to several documents, Queen Elizabeth I was often associated with Grissel. It is 
therefore considered that the negative image of Queen Elinor was an indirect homage to Queen Elizabeth I.
1. 王妃の歪曲された人物像
ジョージ・ピール（George Peele）の『エドワード 1 世，又の名は長脛王の名高い年代記』（The Famous 
Chronicle of King Edward the First, Sirnamed Edward Longshankes ）と題された劇を，海軍大臣一座が 1595
年から翌年にかけて繰り返し上演したことをフィリップ・ヘンズロー（Philip Henslowe）は記録してい















たものと思われる．ここで，劇が創作された 1590 年代に，処女王エリザベス（Queen Elizabeth I）の王位
継承をめぐって秘密裡に幾つかの議論が交わされたことが想起される．なかでも，1594 年に出版され
た『イングランドの次なる王位継承に関する忠告』（Conference about the Next Succession to the Crowne of 
Ingland）は，スペイン王女がイングランドの王位を継承することの正当性を主張して物議を醸した．メ



















レオノール王妃 . 今年の 12 月 14 日に戴冠式をするのですか．
 まあ，あなた，それにはあまりにも時間がないし
 急ですわ，それほど立派で厳かな式を行うには，





























（“the ground is al too base, / for Elinor to honor with her stepes:” ）（1031-32）とグロスター伯に述べる際に，
エルサレムを歩いた自らの足場を高価なアラス織りや絹の布地に喩える一方で，「英国製の毛織物は，
愛用の白馬が誇らしげに踏みつけるのにふさわしい」（“My milke white steed treading on cloth of ray, / And 









そして王妃は，「力強いイングランド王がレオノールの拳で卑しく一撃を受けた」（“mighty England hath 








からペトラルカ（Francesco Petrarch）を経て，チョーサー（Geoffrey Chaucer）の『カンタベリー物語』（The 
Canterbury Tales）に「学僧の話」（‘The Clerk’s Tale’）として収録されたこの物語は，1593 年にトマス・
デローニ（Thomas Deloney）の編集した『楽しいバラッド集』（The Garland of Good Will）にも収録されてお
り，当時この物語が人口に膾炙したものであったことは疑いない 7）．一方，レオノール王妃は，十字軍
から帰還した兵士に施してあまり有る巨額の持参金を持ち，イングランド王エドワードの后となっても，






Reading）のマーガレット（Margaret）や，何より『エドワード 1 世』を演じた海軍大臣一座が，1600 年に『忍













1592 年に出版された，ロバート・グリーン（Robert Greene）の『成り上がり宮廷人への警句』（A Quip 

















だ」（“Traffic and travel / hath woven the nature of all nations into ours, and made this / land like arras, full of 























プ（John Phillip）の『忍耐強いグリシルの劇』（The Play of Patient Grissell）は，1565 年と 1568 年にそれぞ
れ書籍出版業組合の記録に登録されているが，劇が執筆されたのは，おそらく女王の結婚問題がもっと
も活発に議論された 1560 年頃であろうと推定されている．『忍耐強いグリシルの劇』が終わると，締め












1630 年に出版されたチャップブック，『忍耐強いグリシルの楽しく美しい歴史』（The Pleasant and Sweet 
History of Patient Grissell）の口絵に，エリザベス女王の木版画が使用されていることにも窺える 17）．
エリザベス女王とグリゼルダを結びつけるもっとも興味深い書は，1601 年にトマス・エジャトン
（Thomas Egerton）に献呈された，『イングランドの守護聖人ジョージ－寓意的記述』（St. George for 
England: Allegorically Described）である．時の経済ジャーナリスト，ジェラッド・マリーン（Gerard 
Malynes）は，外国製品の過剰な輸入で貨幣価値が下落した当時のイングランドを，恐ろしい竜に襲われ
た処女に喩え，今こそイングランドの守護聖人ジョージの助けが必要であることを寓意的に説いている．
この「処女」が，エリザベス女王の身体 / 国家を意味することは述べるまでもない 18）．著者は，ありとあ
らゆる悲劇のヒロインを引き合いに出した結びにグリゼルダの物語を再現し，女王エリザベスの忍耐は，
グリゼルダのそれをはるかに上回るものであると述べている．






















エドワード 2 世は，クリストファー・マーロー（Christopher Marlowe）の劇に見られるように，君主
として負の側面を持つ一方で，エリザベス朝には，ウェイルズに生まれたウェイルズの王として神話化
された事実は注目に値する．1584 年にサ ・ーフィリップ・シドニー（Sir Philip Sidney）に献呈された『ウェ
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Educational Practice Needs on Consumer Culture around Children: 
A Survey of Teachers in Elementary and in Junior and Senior High Schools
Minako Yoshii, Megumi Okutani*, Kumiko Ohmoto**, Mayuko Suzuki**
Mukogawa Women’s University, * Fukuoka University of Education, **Osaka Kyoiku University
Abstract
    Children today have opportunities to use various media with Internet access, including computers, mo-
bile phones, and games. At the same time, consumer concerns related to children’s access to the Internet are 
likewise increasing. Education regarding safe media usage is urgently needed. However, current educational 
support is not enough because children have higher attention than adults, and the trend changes rapidly. This 
study reveals the reality and challenges of consumer culture classes in elementary and in junior and senior 
high schools.
  The results of the study show that many teachers in elementary, junior high, and senior high schools used 
mobile phones （PHS phones, feature phones, smartphones） and computers with a certain level of knowledge 
and experience regarding consumer culture. However, their knowledge regarding specific crimes was not suf-
ficient. The differences in the gender, school level, or course of study were not significant; but on the other 
hand, their knowledge and experience consumer culture seemed to decrease as their educational level, expe-
rience, and age increased. The teachers themselves also had concerns about their own lack of knowledge and 









＊ 「平成 25 年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（概要）」（文部科学省，2014 年 9 月，pp.21-
22）によれば，平成 25 年度中に ICT 活用指導力に関する研修を受講していないと回答した教員は全体の約 7 割で
あった．前年度（平成 24 年度）と比較しても，ほとんど改善されていない．


























当用」の 3 種類の調査票を作成し，2013 年 6 月に送付した．調査票返信期限を 7 月末としていたが，返














校種 回収学校数（校） 回収率（％）：校 回収票数
小学校 64/300 21.3 148
中学校 100/300 33.3 171
高等学校 100/300 33.3 193
計 264/900 29.3 512




回答者の属性，校種，担当教科等の内訳は Table 2 に示した．全体をみれば，性別は若干男性が多い
ものの，ほぼ半数ずつとなった（男性 54.1％，女性 45.9％）．また，Table 3 に示したように教職経験年
数は 20 年以上 30 年未満が最も多く（40.2%），次いで 10 年以上 20 年未満（23.0%）であった．回答者に
若手は少なく，ある程度の経験を積んだ中堅以上が多いことが分かる．「その他」の回答が 1 名あるが，





小計 家庭科 社会科 生徒指導 小計 家庭科 地歴・公民科 生徒指導
件数 割合 件数 割合 件数件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数件数 割合 件数 割合 件数 割合
男性 227 54.1% 64 43.2% 106 2 4.0% 41 71.9% 63 98.4% 107 0 0.0% 41 89.1% 66 97.1%
女性 235 45.9% 84 56.8% 65 48 96.0% 16 28.1% 1 1.6% 86 79 100.0% 5 10.9% 2 2.9%




全　体 小学校 中学校 高等学校
件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合
5 年未満 43 8.4% 20 13.5% 12 7.0% 11 5.7%
5 年以上 10 年未満 63 12.3% 21 14.2% 26 15.2% 16 8.3%
10 年以上 20 年未満 118 23.0% 30 20.3% 46 26.9% 42 21.8%
20 年以上 30 年未満 206 40.2% 50 33.8% 67 39.2% 89 46.1%
30 年以上 81 15.8% 26 17.6% 20 11.7% 35 18.1%
その他 1 0.2% 1 0.7% 0 0.0% 0 0.0%





等学校間の大きな差は見られなかった．全体では，大体 5 ～ 6 割の教員が携帯電話か PHS を毎日使用
していた．日本全体の普及率からすると若干低いように感じるが，携帯電話，PHS を「使わない」と答
えた 28.1%（144 名）のうち，スマートフォンの利用については「ほぼ毎日」使用すると答えた人は 79.9%
（携帯電話，PHS を使わない人のうちの 115 名）であったことから，スマートフォンも携帯電話，PHS
も使わないと答えた 4.3%（22 名）と無回答 5 名（いずれも無回答 3 名と携帯電話，PHS を使用しない 2










程　　度 使わない 無回答 合計
ほぼ毎日 87 1 1 1 196 10 296（57.8％）
週 3，4 回程度 3 2 0 0 27 0 32（6.3％）
週 1，2 回程度 0 0 1 0 11 0 12（2.3％）
月 2，3 回程度 0 0 0 0 9 0 9（1.8％）
使わない 115 2 2 1 22 2 144（28.1％）
無回答 15 1 0 0 0 3 19(3.7%)
合計 220(43.0%) 6(1.2%) 4(0.8%) 2(0.4%) 265(51.8%) 15(2.9%) 512(100%)





ると答えた．小学校で若干割合は減るものの（「ほぼ毎日」77.0%,114 名），「週 3，4 回程度」の 10.1%（15
名）を加えると，9 割近くが PC を使用していることが分かる．これは，教材や資料の作成等に必要であっ
たり，インターネットやメールなどで活用していたりすることも考えられる．また，前節で概観した「携
帯電話，PHS，及びスマートフォン」を使用しない 22 名についても，そのうちの 13 名が「ほぼ毎日」PC
を使用しており，いずれも使わないと回答していたのは 4 名のみであった．この 4 名全て，教員経験年
数が 20 年以上の回答者であり，年齢がある程度高いことも推測できる．加えて，タブレット PC に関
しても，それほど多くはないものの，7.2%（37 名）が「ほぼ毎日」使用していると答えている．「使わな
い（80.3%）」「無回答（4.9%）」を除くと，頻度には差があるものの 15％程度の教員がタブレット PC を使
用する機会があると言える．これらは，小柳（2010）が行った調査では，対象を中学校現職教員に限って
はいるが，93% が携帯電話を，63% がデスクトップ PC を，73％がノート PC を使用しているとの結果
が出ている 4）．こうした状況も踏まえると，現状としても多くの教員が PC 等の利用をしていることが
示唆される．
Table 5　PC，タブレット PC の使用状況
使用頻度
全体 小学校 中学校 高等学校
PC タブレット PC PC タブレット PC PC タブレット PC PC タブレット PC
ほぼ毎日 86.7% 7.2% 77.0% 4.1% 90.1% 8.2% 90.1% 8.8%
週 3，4 回程度 5.7% 3.1% 10.1% 2.0% 4.1% 3.5% 4.1% 3.6%
週 1，2 回程度 4.3% 2.1% 6.8% 2.0% 2.9% 1.2% 2.9% 3.1%
月 2，3 回程度 1.6% 2.3% 3.4% 2.0% 1.2% 2.9% 1.2% 2.1%
使わない 1.0% 80.3% 2.0% 84.5% 0.6% 80.1% 0.6% 77.2%
無回答 0.8% 4.9% 0.7% 5.4% 1.2% 4.1% 1.2% 5.2%





活用したサービス，トラブル等についてである．結果は Table 6 に示した．
1）　SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）やブログ等
コミュニケーションツールとしても子どもたちが活用している SNS やブログ等の使用について訊ね
た．SNS については，約 3 割（31.8%）が「実際に使用・経験したことがある」と答えている．さらに，「使
用・経験はしていないが，意味や内容を知っている」と回答した人も 4 割近く（38.7%）いた．ブログに





























SNS ブログ アバター サーチ行為 アカウント・ハッキング
件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合
実際に使用・経験したことがある 163 31.8% 111 21.7% 45 8.8% 29 5.7% 2 0.4%
使用・経験はしていないが意味や内
容を知っている
198 38.7% 374 73.0% 210 41.0% 67 13.1% 145 28.3%
意味は知らないが聞いたことはある 97 18.9% 22 4.3% 168 32.8% 121 23.6% 143 27.9%
聞いたことがない 48 9.4% 1 0.2% 81 15.8% 289 56.4% 215 42.0%
無回答 6 1.2% 4 0.8% 8 1.6% 6 1.2% 7 1.4%








と経験についての変数（以下，消費文化知識・経験）とした（最大値 57 点，最小値 21 点，平均 39.9 点，
標準偏差 6.326）．更に，教員の消費文化経験のうち，サーチ行為，キーロガー＊＊，リアルマネートレー
ド＊＊＊，アカウント・ハッキングの 4 項目を「問題行為」とし，消費文化に関する知識と経験と同様に，
4 点から 1 点として点数化し（無回答は除外），この合計点を「問題行為知識・経験」とした（最大値 15 点，


































































































件数 割合 件数 割合
自分の専門的知識が足りない 174 69.9% 88 48.1%
生徒の生活経験の差が大きい － － 59 32.2%
自分の（消費文化に対する）経験が足りない 132 53.0% 59 32.2%
実践の方法がわからない 112 45.0% － －
他に優先したい学習内容がある 100 40.2% － －
時間が足りない 89 35.7% 58 31.7%
適当な教材がない 94 37.8% 46 25.1%
教科学習に取り入れることが難しい 72 28.9% － －
パソコンなど施設・設備が整っていない 28 15.3% 28 15.3%
予算が足りない 16 8.7% 16 8.7%
他の教員が実践している 13 5.2% － －
生徒の興味・関心が低い － － 13 7.1%
同僚の理解が得られない 2 0.8% 2 1.1%
保護者の理解が得られない 1 0.4% 2 1.1%
管理職の理解が得られない 0 0.0% 1 0.5%
その他 8 3.2% 19 10.4%
無回答 4 1.6% 13 7.1%
計 249 － 183 －
※設問を設定していない項目については「－」で示している．







小計 家庭科 社会科 生徒指導 小計 家庭科 地歴・公民科 生徒指導
件数割合件数割合件数件数割合件数割合件数割合件数件数割合件数割合件数割合
視聴覚教材（DVD・ネット動画等） 345 79.5% 97 85.1% 121 36 78.3% 41 82.0% 44 77.2% 127 59 76.6% 29 69.0% 39 81.3%
パソコンを利用したシミュ
レーション教材（電子教材）
216 49.8% 65 57.0% 86 22 47.8% 27 54.0% 37 64.9% 65 30 39.0% 13 31.0% 22 45.8%
冊子・読本 153 35.3% 46 40.4% 51 10 21.7% 18 36.0% 23 40.4% 56 21 27.3% 12 28.6% 23 47.9%
iPad 等のタブレット PC を利用した
シミュレーション教材（電子教材）
141 32.5% 34 29.8% 60 19 41.3% 19 38.0% 22 38.6% 47 21 27.3% 12 28.6% 14 29.2%
ロールプレイングシナリオ 129 29.7% 30 26.3% 50 20 43.5% 16 32.0% 14 24.6% 49 30 39.0% 10 23.8% 9 18.8%
その他 7 1.6% 1 0.9% 1 0 0.0% 1 2.0% 0 0.0% 5 3 3.9% 1 2.4% 1 2.1%
無回答 29 6.7% 5 4.4% 14 7 15.2% 0 0.0% 7 12.3% 10 3 3.9% 7 16.7% 0 0.0%
計 434 － 114 － 383 46 － 50 － 57 － 359 77 － 42 － 48 －
そこで，学校教育において「消費文化を取り扱った授業を行う必要がある」と答えた人を対象とし，ど
のような教材があれば使ってみたいかについて訊ねた（Table 9）．全体的に「視聴覚教材」を求める教員が
多かったが，パソコンを利用した電子教材や，冊子・読本，iPad 等のタブレット PC を利用した電子教
材を求める教員も 3 割近くいた．特に中学校の家庭科担当教員は，冊子・読本よりもロールプレイング





















＊ IPA（独立行政法人　情報処理推進機構）が製作・配布している情報セキュリティに関する DVD 教材などがある．
教育目的であれば，無料で手に入れることも可能（2014.11 現在）．
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Abstract
Psychiatric disorders have been covered by the Japanese national health care policy since 2013, and there 
has been increased public awareness that mental health is an important issue for Japanese people. In this 
context, the responsibilities of psychiatric social workers have grown because they are required to provide 
care for individuals with mental disabilities, who have disorders combined with disabilities, from the aspect 
of both health care and social welfare. However, no consensus has yet been reached on the position of 
psychiatric social work （PSW） in the general field of social work （SW）, nor in its position when compared 
to social welfare that has integrated it.  
The present paper discusses the following four points: （ⅰ） With universal implementation of research-
oriented clinical practices, the inductive characteristics of SW with an emphasis on narratives have been 
dominant in recent years. （ⅱ） The field of social welfare has established its foundation as an academic 
discipline by placing more importance on SW compared to social policy. （ⅲ） SW can be distinguished from 
PSW by focusing on its deductive characteristics derived from legal paternalism. （ⅳ） The study of mental 
health and welfare, which theorizes PSW practice, is a unique scholastic system designed to address the 















に通底する援助関係（2：見出し番号 , 以下同じ）と，逆に SW（3）および PSW（4）それぞれへ備わる固有
の特質を分別した．さらに，PSW におけるソーシャルポリシーへの働きかけの史実（5）から導かれる，「精





開される PSW 実践が SW とどのような関係を持つのかはあらためて検討されねばならない．もちろん
SW であろうと PSW であろうと，それぞれが実践行為を論理化・可視化し，固有の科学として自成し
ていくことの重要さ 1）は論を待たない．そこで両者の“異同”を論じるにあたり，まず PSW を含む SW
の全体像を明らかにすることで双方の共通点，すなわち“同”を示す．
最初に，本稿で構築を図る「精神保健福祉学」は，実践者や研究者といった専門職の側の発想だけで完



























有する実践者（図 1 ［②を経由した⑩］）のいずれもが「援助する者 vs. 援助される者」という二者関係を超
えて集う対等な場であって，学問が実践者を，ましてや当事者を排することなく，研究者を加えた三者
の対等な交流のもと，当事者の利益を目指して進歩する場なのだ．







































































用ないし応用するという分業が SW における理論と実践の乖離を存続させてきた 12）．しかし，現代の








いう趣旨である．つまり EBP を重視する現代の SW においては，広く専門職の実践者化とも称すべき




















































































































































































精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（以下，精神保健福祉法）が 2013 年 6 月に改正され，一部




















の廃止と，その際の強制入院のあり方について基本的な考え方が示された（2012 年 5 月）32）．そこでは，





















































































ならびに公益財団法人 明治安田こころの健康財団第 49 回研究助成（研究代表者：大西次郎）による支援のもと行わ
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Development and Clinical Significance of Bilateral Motor Coordination in Schoolchildren
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Abstract
In the present study, the normal development and clinical significance of bilateral motor coordination in 
schoolchildren were considered through a review of previous research. Bilateral motor coordination contains 
mirrorwise and non-mirrorwise movements between the left and right extremities. As a result of a compara-
tive examination of 3 countries’ research of the normal development of bilateral diadochokinesis （rapid pro-
nation and supination of forehands）, three concordant findings were revealed:（1）The speed of execution of 
bilateral diadochokinesis significantly increased with age. （2）The degree of difficulty of execution of non-
mirrorwise movement was higher than that of mirrorwise movement. （3）Significant gender differences were 
not present in non-mirrorwise movement. Bilateral motor coordination tests including bilateral diadochokine-
sis were so far applied to explain the underlying neurological mechanisms of dyslexia or stuttering on the ba-
sis of the developmental interhemispheric disconnection（DID） hypothesis or the interhemispheric interfer-
ence model（IIM）. In the execution of bilateral motor coordination, the cooperation of supplemental motor 
areas（SMA） on both hemispheres and corpus callosum（CC） wiring them together was assumed to be sig-
nificant. However, other areas have also been shown to be concerned with the execution of bilateral motor 
coordination. Therefore, in the future, in addition to the basic research to have more precise age-specific nor-
mal values of individual bilateral motor coordination tests, neuro-imaging research making the neural mecha-
nisms of the tests more definite and the accumulation of clinical findings in the tests of the children with neu-
ropsychological problems are required.                 
目　的
両側性協調運動（bilateral motor coordination）とは上下肢の左右同時の運動のことである．両側性協調
運動検査は，発達性協調運動障害（Developmental coordination disorder; 以下，DCD）のほか，児童期にお
ける読字障害（dyslexia，以下，ディスレクシア）や吃音（stuttering）などの障害の査定において試論的に
用いられてきた（たとえば，Lewis & Bell, 19701）; Badian & Wolff, 19772）;Klicpera, Wolff, & Drake, 19813）; 
Webster, 19904））．両側性協調運動検査は，その難度故，幼児には適さないと考えられるが，その神経機














ツ動作（投球，捕球など）における両側性の協調運動能力を調べる方法（たとえば，Cardoso & Magalhaes， 
20098））であり，後者は，上肢変換運動（以下，diadochokinesis）などのソフトサイン検査（Touwen，
19799））を，一側でなく両側同時に実施させる方法（たとえば，Denckla, 197310）, 197411）; Duchene，














連続対立検査（finger sequencing test / finger opposition test），diadochokinesis，踵－爪先タッピング（heel toe 
tapping），片足立ち（standing on one leg / static balance），片足跳び（hopping / dynamic balance）などが挙げ









に基づいて実施される（Touwen, 19799）; 萱村，199713）, 201214））．健常児では 6 歳以後で本検査が遂行で










それを模倣させる（Denckla, 197310）, 197411）; Touwen, 19799））．回内・回外運動の速度（所要時間の測定） 
（Denckla, 197310）, 197411）），円滑さとリズム，同側性連合運動（腋の下が開く上腕の内転外転運動），お
よび対側の上肢にみられる対側性連合運動（肘部の屈曲と鏡像運動）が主な観察点である．左右差の有無
も観察する．円滑さとリズムの評価は，「腋下が 5cm 以上開く」，「腋下が開くが 5cm 未満である」，「前
腕の中心軸がずれる」，「回内・回外運動が正確ではない」，「途中で止まるか，リズムが悪い」のように
評価する（Touwen, 19799）; 萱村，199713）, 201214））．運動の円滑さやリズム，同側性連合運動（上腕の内転
外転など）を評定した場合，diadochokinesis の完成年齢は 7，8 歳である（Touwen, 19799）; 萱村，199713），
201214））．したがって，① 8 歳以後に回内・回外運動が不正確，途中で止まる，リズムが悪いなどの所
見がみられる，② 8 歳以後の年齢において同側性連合運動（上腕の内転外転運動），すなわち，腋下が




ングはできるだけ速く 20 回繰り返させる．検査者が実演して見せ，それを模倣させる（Denckla, 197310）, 




201214））．健常児では，速度，円滑さともに 5，6 歳で発達し，8 ～ 11 歳で顕著に発達する．左右差は
みられない（萱村，199713）, 201214）） ．速度に性差はないが，円滑さ，リズム，連合運動など運動の質的
側面では，女子優位の性差がみられる（Denckla, 197411）; 萱村， 199713）;Wolff, Gunnoe, & Cohen, 198315）; 萱



















































運動系のソフトサイン検査としてもっとも一般的なのが diadochokinesis であろう．その diadochokine-
sis を両側性で行った場合の正常発達の基礎データが，オランダ（アムステルダム）とベルギ （ールーベン）
（Duchene et al., 198012）），そして本邦（萱村・萱村，20097））において報告されている．そこで以下では，
これらのデータの比較により，両側性 diadochokinesis の正常発達を子細に検討する．
オランダ・データは 4－12 歳の計 305 名（男子 157 名，女子 148 名）を，ベルギー・データは 5－12 歳
の計 513 名（男子 327 名，女子 186 名）を対象としている（Duchene et al., 198012））．一方，本邦のデータは，
右手利きと判定された 5－12 歳の計 213 名（男子 105 名，女子 108 名）を対象としている（萱村・萱村，
20097））．何れのデータも，年齢を 4 群に分けており，Ⅰ群は 5 歳（オランダデータは 4 歳）－6 歳，Ⅱ群
は 7－8 歳，Ⅲ群は 9－10 歳，Ⅳ群は 11－12 歳であった．
Table 1 に 3 カ国の両側性 diadochokinesis の正常発達データを比較提示した．これらの研究で採用さ
れた協調運動の評価法は時間評定法 （Denckla, 197310）, 197411））であり，20 回の運動が達成されるまでの
所要時間（秒）を測定したものである．なお，Table 1 のオランダとベルギーのデータは性別の呈示になっ












両条件ともに有意な性差は見られないという所見が得られている（Duchene et al., 198012））
一方，ベルギー・データでは，両条件とも有意な年齢的変化が見られている（鏡映像的運動 F（3,513）




Table 1　Mean times and （SD） in seconds for bimanual motor coordination （diadochokinesis） in four age groups
The Netherlands（Duchene et al., 199112）） Belgium（Duchene et al., 199112）） Japan（萱村・萱村 20097））
Mirror Non-mirror Mirror Non-mirror Mirror Non-mirror
Male Female Male Female
Ⅰ 8.2（2.0） 16.6（8.3） 14.1（2.7） 32.8（15.9） 12.3（3.0） 12.8（3.6） 19.3（4.4） 18.5（5.0）
Ⅱ 7.5（1.6） 11.6（5.7） 12.9（2.2） 19.2（7.5） 11.0（3.0） 12.7（2.4） 16.1（3.5） 16.7（3.0）
Ⅲ 6.3（1.2） 8.3（3.0） 10.8（2.0） 14.8（4.6） 10.1（1.9） 9.7（1.9） 13.1（2.8） 13.6（3.6）
Ⅳ 5.9（0.9） 7.2（1.6） 9.2（1.5） 12.1（3.0） 8.9（2.4） 9.4（1.6） 12.4（2.8） 12.6（4.5）







子 13 名（54.2%）であり，Ⅱ群になっても，非鏡映像的運動が実行できた者の割合は男女とも 80% を超
えたが，まだ実行できないものもみられた（萱村・萱村，20097））．
時間測定法により検討された両側性 diadochokinesis の正常発達に関して，3 カ国間で一致した所見は，
①鏡映像的運動，非鏡映像的運動ともに 5－12 歳の年齢域で発達する，②鏡映像的運動より非鏡映像的
運動のほうが難しい（所要時間が長い），③非鏡映像的運動では性差は認められない，の 3 点であった．




両側性 diadochokinesis の鏡映像的運動でも著しい性差はないと考えられる．一側性 diadochokinesis でも




















Njiokiktjien, Valk, & Ramaekers（1988）20）は，この考えをさらに発展させ，学習障害（LD）やディスレク




子どもの LD やディスレクシアと類似の症状が観察される（Zaidel & Sperry, 197721））のである．
現在，両側性協調運動とディスレクシアとの間連は，この DID という仮説を拠り所に説明されるこ
とが多い．たとえば，健常とディスレクシアの男子を比較し，一側性の thythmic tapping の成績では両
者間に差はないが，両側性の交互の rhythmic tapping は健常児に比べ読字障害児で著しく劣ることを明


































性の運動は術後，何年経過してもうまく遂行できないことが観察されている（Zaidel & Sperry, 197721））．
また，それらに加え，著明な失書と左側の観念運動失行，右手の中等度の模写障害が術後 10 年以上続
いたとされている（Zaidel & Sperry, 197721））．Zaidel & Sperry（1977）21）はこの所見を，左右の大脳半球間
連絡の問題と考え，とくに，運動野と前運動野の半球間連絡をつかさどっている脳粱前部と中央部の障
害と仮定した．さらに Preilowski（1972）26）は，脳梁の前方 2/3 の切断手術を受けた分離脳患者において，
両側性協調運動の正確さと速さが改善しないことを指摘し，脳梁の前方が，半球内の下位運動システム
の調整に関与していると述べている．
両側性協調運動の実行には，このように脳梁や上述の SMA のはたらきが重要である．ただし， 両側
性協調運動（とくに非鏡映像的運動）の実行では，脳梁や SMA 以外にも，前頭前野，運動前野，帯状皮
質運動野（とくに前方），小脳の関与が不可欠であることが指摘されており（Sadato, Yonekura, Waki, 







































に関する所見を蓄積することである．DID や IIM 仮説に基づいた臨床的研究のように，神経心理学的
障害と両側性協調運動の所見の間に何らかの法則性をみつける努力が今後も求められる．
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Representation Analysis of Art and Body Images Painted on a Votive Picture Tablet
Masashi Watanabe
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Abstract
“The votive picture tablet” is the wooden board which is dedicated when praying at a Japanese Shinto 
shrine or temple. The custom of offering the votive tablet was originated in dedicating a real horse for God 
during the Nara era. Various pictures had been drawn by the Edo era. An individual dedicated a small votive 
tablet for the safety of family and the prosperity of business. Since the wish to Shinto and Buddhist deities 
was frankly not made to others, communication of people and Shinto and Buddhist deities was realized with 
the pattern of the votive picture.
In this research, the cultural code was read and solved by analyzing the representation of art and body im-
ages on the votive picture. The pattern in connection with the body images is related to the divine favor of 
Shinto and Buddhist deities. They are the contents for self-actualization to which an individual and a group 
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【図 13】岩井，p.83（2007） 【図 14】岩井，p.89（2007）



















































































【図 25】は，大阪府の住吉大社の絵馬堂にある大絵馬である．比較的状態がよく，明治 43 年に天神真
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